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(教養考査 障がい者対象選考考査 No.1）

日本国憲法における人権保障に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．基本的人権は，天皇からの恩恵として，国民に与えられたものである。

２．国は，法律の根拠があれば，基本的人権に対していかなる制限を加えることも許

される。

３．国民は，基本的人権を濫用してはならず，常に公共の福祉のために利用する責任

を負う。

４．基本的人権は個人の権利であるから，会社などの法人には保障されない。

５．基本的人権が私人同士の間で侵害された場合，裁判所は，憲法の基本的人権の規

定のいずれについても，私人間の関係に直接適用して紛争を解決する。

正答番号 ３



- 2 -

(教養考査 障がい者対象選考考査 No.2）

Ａ～Ｅの互いに年齢の異なる５人がいる。年齢の差は，ＡとＢが４歳，ＢとＣが３歳，

ＣとＤが７歳，ＢとＥが１０歳である。Ｅが最も年上であり，Ｂよりも年上の人は２人で

あることが分かっているとき，確実に言えるのはどれか。

１．Ａよりも８歳年上の人がいる。

２．Ｂよりも１０歳年下の人がいる。

３．Ｃよりも１歳年下の人がいる。

４．Ｄよりも１４歳年上の人がいる。

５．Ｅよりも６歳年下の人がいる。
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